
元祖代打の神様！ 八木裕展
大好評
開催中！

現在大好評開催中の「元祖代打の神様！
八木裕展」の初日は、八木さんご本人
来場ということで、オープニングには
多くのファンと報道陣が集まりました。
また、先着76名限定の直筆サイン色紙プレ
ゼントでは、配布していた整理券があっという間に終了し、
残念がる方が多くいらっしゃいました。
八木さんも取材陣に「平日なのに、沢山の方が見に来て
くれて嬉しい」とコメントされていました。

玉野市宇野 1-38-1
玉野ショッピングモールメルカ２階
10：00 ～19：00（水曜休）
入場無料
お問い合わせ　0863-31-6131

2014 年 12 月 19 日（金）
~2015 年 4 月 7 日（火）

今回のミュージアム限定八木展グッズのイラストは、岡山出身の
似顔絵師、佐藤隆一郎さんに依頼しました。
八木氏本人も、「似てるなあ」といたく気に入られたようでした。
開催から２ヶ月経過した現在も、多くの来場者がミュージアムに
訪れ、中には海外から八木展のために来てくださった方がいます。
今展示は今年 4 月 7 日まで開催されます。どうぞ「たまののミュー
ジアム」へお越しください

ミュージアム内では少年時代の貴重な試合映像やプロ初ホームランを打ったバットなど、実際に使用して
いた野球道具や当時のユニフォーム、写真、新聞記事など約100点を展示しています。連日多くの野球ファンが
訪れ、阪神が優勝した際のタペストリーやサイン、記念リングなどを眺めながら当時の野球についてを語って
います。また、「思い出スペース」を設け、来場者に八木氏との思い出を専用用紙に書いてもらい、掲示しています。

マスメディア
【新聞】
山陽新聞（全県版）・毎日新聞・
読売新聞・産経新聞
【TV】
KCT・OHK・NHK
【情報サイト】
 晴れスタジアム・Yahoo ニュース
【ラジオ】
RSK　　　　　　　　　　　他多数

第１号（2015年2月発行）

八木　裕－1965年玉野市生まれ。
小学時代から野球を始め、三菱自動車水島を経て1986 年ドラフト 3位で阪神に入団。
レギュラー定着後は長距離砲として活躍。ベテランになってからは代打率適正の高さ
を見せ、絶好の場面で好打を打つことから「代打の神様」と呼ばれるようになった。
引退した現在、阪神の２軍打撃コーチを務めている。

や ぎ　　　ひろし

たまののミュージアムは、玉野市の歴史や良いところ、
玉野市出身の著名人やその作品などを展示紹介する
玉野市の情報発信拠点として、玉野市役所向かいの
ショッピングモールメルカ内に2012年 8 月オープン
しました。

「たまののミュージアム」は
どんなところ？

たまののミュージアムでは、朝日新聞に連載の４コマ
漫画「ののちゃん」の作者で本市出身の漫画家・
いしいひさいちさんや、少女漫画家・一条ゆかりさん
の作品をはじめとした著名人の作品のほか、
ののちゃんキャラクターグッズ、玉野市の特産品
「お宝たまの印」商品や街の作家さんの作品などを
販売しています。
玉野には皆さんに知っていただきたい魅力がたくさん
あります。

このミュージアムが、観光客の皆さんは
もちろんのこと、市民の皆さんにも玉野の
良さに触れていただき、玉野をよく知って
いただく場となるよう内容の充実に努めて
まいります。

たまののミュージアム

ホームページ　http://tamanono.net/
Twitter　　＠tamanono_museum
Facebook　https://www.facebook.com/tamanonomuseum

たまののミュージアム三宅館長 あいさつ

祝！Facebook「いいね！」280件突破！まもなく来場者数累計3万人到達！！
最新ニュースは↓でチェック！

たまのクイズ？ ？？ ？

玉野市は　　市や　　　市に
なるかもしれなかった！

答えは一番下にあるよ。

答え　A､宇野市　B､日野玉市（逆でも可）　

Ａ B



受賞作品（１年生） 受賞作品（4年生） 内尾先生描きおろしDVD発売中

マスメディア：山陽新聞、朝日新聞 他

マスメディア：山陽新聞  他

内尾和正心描画展～綺譚しるべ～

土屋賢二展

「ののちゃん」関連のイベント

約 4ヶ月間行われた「内尾和正 心描画展～綺譚しるべ～」は、大小様々な
大きさのイラストが約 40点展示され、特に 47匹のドラゴンが隠れている
という作品は遊び心をくすぐり、性別年齢問わず大勢の方に楽しんでいた
だけました。初日のオープニングセレモニーは内尾さんご本人からの挨拶や
サイン会などを行い、また内尾さんゆかりの音楽バンド「アンドロメダ☆
ハイツ」がメルカ内のセントラルコートにて披露されました。

７月上旬～７月末まで、岡山県内の小学生を対象としたイラスト募集を行いました。市内はもちろん市外の小学生や園児
からの応募もあり、可愛い生き物やユニークな生き物のイラストが約160作品集まりました。その中から優秀作品10点を
スタッフと内尾さんで選出し、その作品を元に内尾さんが描き下ろしてくださいました。

《内尾和正展イベント》夢のいきもの大募集!!

土屋さんからお借りした貴重な研究メモや執筆物の校正原稿、挿絵や
過去講演ＤＶＤなど約 150 点を展示しました。また、ゆっくりと
作品に触れてもらえるよう読書コーナーを設け、場内ＢＧＭには土屋
さん演奏のジャズピアノのＣＤを使用しました。
「哲学」＝「難しい」という概念がある中、文章や挿絵、映像から土屋さん
のユーモアさが伝わった来場者から「おもしろい」という声をたくさん
聞くことが出来ました。

また、誕生日を記念して「ペットが乗って
いますステッカー」と「お年寄りが乗って
いますステッカー」の販売を開始しました。
（１枚 300円）

9月9日は「ののちゃん」の誕生日ということで、7日（日）に
ののちゃんが登場し、メルカ内を歩きながら誕生日の
メッセージカードを書いてもらったり一緒に写真を撮っ
たりと多くの人と触れ合い、誕生日をアピールしました。

お正月企画として、着物を着た
ののちゃんとの撮影会が行わ
れ、大勢の家族連れや子供た
ちと写真を撮りました。

お正月にはミュージアムへ
ののちゃんと撮った写真が
使用された年賀状が3通届
き、お礼としてカレンダーを
送りました。

2014 年 5 月 17 日（土）～ 9 月 16 日（火）

作品数が多いことから会期中に展示入れ替えを行い、展示数は前回の
倍以上となる約 100 点の作品がミュージアム内を賑わせました。
展示開催に合わせ数多くの内尾さんデザインのイラストカードや画集、
ミュージアム限定のオリジナル缶バッチやクリアファイルの販売を開始し、
展覧会終了後も内尾さんの品を求めて訪れる方がいます。

8月24 日（日）にメルカ内セントラルコートにて10名の表彰式を行い、賞状や
描き下ろしのイラストカード、記念缶バッチ等がそれぞれに贈られました。
応募された全ての作品は内尾展終了までミュージアム内で展示されました。
子ども達だけでなく、保護者の方々の評判も良く、
現在第２回目の開催に向けて企画を進めています。

11 月２日（日）には土屋さんの講演会を開催。
HPや広報誌などで募集をかけた定員100 名は
すぐに埋まり、その後も多くの問い合わせ連絡を
いただきました。講演タイトルは「どこで間違え
たか」。土屋さんの半生を面白おかしく語りつつも、
「弱点があった方が人間として親しみを持てる。
欠点をさらけ出し、受け入れることが大切」
などと説かれていました。

↑ミュージアムに来場した子どもたちに、
内尾さんのイラストを使用した限定チロルチョコをプレゼントした。

2014 年 9 月 26 日（金）~12 月 16 日（火）

↑内尾さんゆかりのバンド「アンドロメダ☆ハイツ」に
    よる内尾展オープング記念ライブが開催された。

ののちゃんの誕生日　平成 26 年 9月7日（日）

集まったメッセージカード約300枚は
文字になるよう並べてミュージアムに
設置してある黒板に同月15日まで
展示しました。

ののちゃんと写真を撮ろう 11月29日（土）・12月7日（日）

マスメディア：KCT、OHK、山陽新聞、RSK ラジオ、週刊文春、他多数

マスメディア
KCT・山陽新聞
RSK ラジオ
情報誌 arch( 東京 )
他多数

内尾和正－1959年玉野市生まれ。
大阪デザイナー学院イラスト科
卒業後、フリーのイラストレーター
として独立。
世界各地での展示会や、企業CM、映画
「ファイナルファンタジー」の制作に携
わるなど、国内、海外でも幅広く活躍
する。

うちお　かずまさ

土屋賢二－1944年玉野市生まれ。
東京大学文学部哲学科卒業後、お茶の水女子大学教育
学部教授に昇格。定年後、名誉教授、研究の傍らユーモア
エッセイを執筆。代表作は「われ笑う、ゆえにわれあり」

つちや　けんじ

過去にミュージアムで開催された展覧会＆イベント

↑講演会はメルカ３階のホールで行われた。


